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東京都では、福祉・保健・医療施策推進の基礎資料とするため、毎年「東京都福祉保

健基礎調査」を実施しています。 

平成 22 年度は、昭和 55 年度、60 年度、平成 2 年度、7 年度、12 年度、17 年度に続き、

「高齢者の生活実態」をテーマに調査を実施しました。 

本格的な高齢化や人口減少社会の到来など、今、時代は大きな転換点にあります。東

京都における 65 歳以上の高齢者は、平成 22 年 10 月 1 日現在の推計が約 271 万人で、総

人口に占める割合（高齢化率）は 20.9％と初めて 2 割を超えています。平成 32 年には

329 万人、高齢化率は 25.4％と都民のおよそ 4 人に 1 人が高齢者になると予想されてい

ます。また、75 歳以上の後期高齢者も増加しています。 

加えて、家族形態も大きく変化しています。ひとり暮らしや高齢者夫婦のみといった

高齢者のみの世帯の割合が増加し、孤独死も社会的問題となっています。 

このような中で、東京都は民間・地域・行政の力を最大限に活用しながら、高齢者が

安心して生活を送ることができるよう、健康、介護、住まい、就業、生きがいなどの様々

な課題に対して、総合的、計画的に施策を推進していくことが求められております。 

そのためには、時代の変化に伴う高齢者の生活実態の正確な把握が必要となります。 

本調査では、高齢者の家族、健康、住宅、就労などの生活実態や、住まいや日常生活

支援サービスなどに関する意識について調査し、できる限り東京における高齢者の生活

実態が明らかになるよう努めました。 

この報告書が今後の高齢者福祉を推進するために、関係機関及び関係者の方々に広く

御活用いただければ幸いです。 

本調査の実施に当たりましては、東洋大学教授 小林良二氏、日本女子大学教授 堀

越栄子氏、東京慈恵会医科大学教授 奥山則子氏に調査票の設計、結果の分析等の御指

導をいただきました。深く感謝申し上げます。 

最後に、調査に御協力いただきました都民の皆様に厚くお礼申し上げます。 

 

 

 

  平成２３年１０月 

 

 

                            東京都福祉保健局 
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第１ 調査の概要 
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－3－ 

 

 
１ 調査の目的 

  高齢者の生活実態を明らかにし、高齢者の福祉施策推進のための基礎資料を得るこ 

とを目的とする。 

 

２ 調査の対象 

   東京都に居住する基準日現在 65 歳以上の在宅高齢者を対象とし、住民基本台帳か  

ら無作為に抽出した高齢者 6,000 人を客体とした。 

  

３ 標本の抽出 

   無作為抽出した都内 150 地区を調査地区とし、その調査地区における住民基本台帳か

ら各地区 40 人を系統抽出して調査客体とした。（社会福祉施設入所者は除く） 

 
４ 調査基準日 

平成 22 年 10 月 13 日 

 

５  調査事項 

(1) 調査対象者の基本事項 

(2) 健康 

(3) 医療 

(4) 介護保険制度 

(5) 認知症 

(6) 住まい 

(7) コミュニケーション 

(8) 不安や悩み事 

(9) 社会参加 

(10) 就労 

(11) 経済状況 

(12) 行政への要望 

  
６ 調査方法 

    調査員が調査対象者を訪問し、面接聞き取りのうえ調査を行った。（面接他計式） 
 

７ 調査実施機関 

(1) 都が直接、調査員を非常勤公務員として雇用し、調査実施  75 地区(3,000 人分） 

(2) 調査会社(株式会社エスピー研)に委託し、調査実施     75 地区(3,000 人分) 

 

８ 根拠規程 

(1) 東京都統計調査条例（昭和 32 年東京都条例第 15 号） 

(2) 東京都統計調査条例施行規則（平成 2 年東京都規則第 213 号） 

(3) 東京都統計調査条例に基づく都指定統計調査の指定等に関する規則（平成 3 年東京 

都規則第 25 号） 

    (4) 東京都福祉保健基礎調査要綱（平成 20 年 4月 1日） 
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９ 調査検討会の設置 

  調査の実施にあたっては、平成 22 年 5月に学識経験者及び都関係各部職員からな 

 る検討会を設置し、調査票の設計、結果の分析等について検討を行った。 

  調査検討会の委員は以下のとおりである。 

 

   平成 22 年度 東京都福祉保健基礎調査検討委員 

 学識経験者 
 小 林 良 二  東洋大学社会学部社会福祉学科教授 
 堀 越 栄 子  日本女子大学家政学部家政経済学科教授 
 奥 山 則 子  東京慈恵会医科大学医学部看護学科教授 
 行政関係者 
 東京都福祉保健局総務部情報化推進担当課長 
 東京都福祉保健局高齢社会対策部計画課長 
 東京都福祉保健局保健政策部健康推進課長 
 東京都産業労働局雇用就業部就業推進課長 
 東京都都市整備局住宅政策推進部民間住宅課長（平成 22 年度） 
 東京都都市整備局住宅政策推進部企画調整担当課長（平成 23 年度） 

 

10 集計の対象  

(1) 回答状況                                    

調査不能 調査の客体 
 

集計対象 
（回収率） 

 転出 不在 拒否 その他 
6,000 人 

 

  4,767 人 

（79.5％） 

1,233 人 

(20.6％) 

26 人 

(0.4％) 

292 人 

(4.9％) 

813 

(13.6％) 

102 

(1.7％) 

  
  (2) 回答者内訳 

  
回答者総数 

  
本 人  

家族・親族 
その他 

（ホームヘルパー等） 
 4,767 人 

 

4,571 人  

（95.9％） 

196 人 

(4.1％) 

194 人 

(4.1％) 

2 人 

(0.0％) 

  
11  調査報告書の構成 

「第 1章 調査対象者の基本的属性」から「第 10 章 東京都への要望等」までは、調査

対象の「全数」4,767 人について調査項目ごとに分析した。 

「第 11 章 ひとり暮らし高齢者の生活実態」では、899 人のひとり暮らし高齢者につい

て、「第 12 章 高齢者夫婦のみの世帯の生活実態」では、1,611 人の高齢者夫婦のみの世

帯について、それぞれ分析した。 

代理の方 
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12 利用上の注意 

（1） 比率の単位は「％」、実数の単位は「世帯」又は「人」である。 

（2） 統計表の百分率については、小数点以下第２位を四捨五入してあるため、総数と内 

訳の合計は必ずしも一致しない。 

（3） 統計表中、用いた記号は次のとおりとする。 

「0.0」…四捨五入により数値を丸めた結果、表示すべき最下位の桁の 1に達しない場

合の単位未満の数値 

  「－」 …皆無又は該当数字なし 

  「…」 …未調査、未集計のために数値が得られない該当数値が不詳又は不明なもの 

（4） 表側では、「その他」等の母数の少ないデータは一部省略したものもある。 

（5） 本文中の「高齢者」とは、65 歳以上を指す。 

（6） 本文中の「前期高齢者」とは 65～74 歳、「後期高齢者」とは 75 歳以上を指す。 

（7） 文の表中の数値に付けた下線は記述に関連することを示す。 

（8） 『17 年度調査』とは、「平成 17 年度 東京都社会福祉基礎調査（高齢者の生活実態）」

をいう。 

（9） 「結果の概要」中、調査票の回答肢を引用する際、紙面の関係上、付属資料の表記

省略一覧表のように省略した。 

 

 

13 結果の公表 

   公表している資料は下表のとおり。本報告書は、確定報告の記述編である。 

 速 報 確 定 報 告 

区 分 概要版 概要版 記述編 統計編 

内 容 単純集計 記述編の概要 分析、グラフ、クロス表 クロス表 

時 期 平成 23 年 4 月 平成 23 年 10 月 

方 法 
プレス発表、 

ホームページ掲載 
プレス発表、報告書の刊行、ホームページ掲載 

 
 ホームページ掲載場所 

 

 

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/kiban/chosa_tokei/zenbun/index.html 

 
 

東京都ホームページ ⇒ 各局のページ ⇒ 福祉保健局 ⇒ 調査・統計 ⇒ 東京都福祉保健基礎調査 
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【参考】東京の高齢化の状況  

  

Ⅰ 高齢化の進行 

都内の 65 歳以上の高齢者は、平成 22 年（2010 年）10 月 1 日時点の推計が約 271 万人で、

総人口に占める割合（高齢者人口割合）は 20.9％となっている。 

高齢者人口は、平成 27 年(2015 年)まで急速に増加し、その後 10 年程度は安定的に推移

すると見込まれている。しかしながら、東京都の総人口は全国より遅れて平成 27 年（2015

年）から平成 32 年（2020 年）までの間に減少に転ずる見込みであることから、高齢者人

口割合は今後も上昇を続け、平成 32 年（2020 年）には 25.4％に達し、都民のおよそ 4 人

に1人が65歳以上の高齢者という極めて高齢化の進んだ社会が到来することが見込まれて

いる。（図Ⅰ） 

 

図Ⅰ 東京都の将来推計人口 

150 142 142 146 139 125 108

831 864
879

871 869 870 878 856 841 827

89 106 124 153 191 230
271

173213239

313 329
333

7.7%

20.9%

25.4 %

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

55年
(1980)

60年
(1985)

平成2年
(1990)

7年
(1995)

12年
(2000)

17年
(2005)

22年
(2010)

27年
(2015)

32年
(2020)

37年
(2025)

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

高齢者人口(65歳以上)

生産年齢人口(15歳以上65歳未満)

年少人口(15歳未満)

万人 　推　計

高齢者人口割合

1,2941,296 1,308 1,268

 
（資料）総務省「国勢調査」［昭和 55 年～平成 17 年］ 

    東京都総務局「東京都男女年齢（5 歳階級）別人口の予測」（平成 20 年 3 月）［平成 22 年～平成 37 年］ 

（注 1）平成 22 年以降は、平成 17 年国勢調査に基づいて予測した東京都総務局「区市町村別人口の予測（平成 19

年 3 月）」の結果を基にした推計で、各年 10 月 1 日時点の人口について推計している。 
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Ⅱ 後期高齢者人口の増加 

  高齢者人口の推移を、前期高齢者（65～74 歳）と後期高齢者（75 歳以上）に分けてみる

と、平成 27 年（2015 年）までは前期高齢者、後期高齢者ともに増加していくが、平成 32

年（2020 年）には、後期高齢者の数が前期高齢者の数を上回り、増加する高齢者数の中で

後期高齢者の占める割合は、一層大きなものになるとみられている。（図Ⅱ） 

 

図Ⅱ 東京都の将来推計人口（高齢者）  
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（資料）総務省「国勢調査」［昭和 55 年～平成 17 年］ 

    東京都総務局「東京都男女年齢（5 歳階級）別人口の予測」（平成 20 年 3 月）［平成 22 年～平成 37 年］ 

（注 2）平成 22 年以降は、平成 17 年国勢調査に基づいて予測した東京都総務局「区市町村別人口の予測（平成 19

年 3 月）」の結果を基にした推計で、各年 10 月 1 日時点の人口について推計している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 




